29年産米の生産数量目標等について

平成28年12月

魚津市・魚津市農業再生協議会

１　平成29年産米の生産数量目標等について
◆ 全国の生産数量目標　     735万トン　（※自主的取組参考値　733万トン）
（28年比：▲８万トン　▲1.1％）

⇒　富山県への数量配分　181,695トン、面積換算　33,710ha
（28年比：▲1,977トン、▲493ha、▲1.1％）
（※自主的取組参考値　181,200トン、33,618ha）

⇒　魚津市への数量配分　6,092.135トン、面積換算　1,151ha

（28年比：▲66.67トン、▲17ha、▲1.1％）
（※自主的取組参考値　6,075.559トン、1,149ha）
（※ 魚津市 ⇒ 魚津市農業再生協議会 ⇒ 魚津市農協への需要量の情報提供は魚津市への数量配分と同数値）

２　配分基準単収の設定
⇒　共済単収を基礎に中山間地域等を考慮した３段階の集落別設定（別紙参照）
【参考１】
統計単収…北陸農政局統計部発表による市町村別収量の７年（H21～27）中、最高値と最低値を除いた５ヵ年の平均値（533㎏/10a）に県が設定する統計補正係数（0.99263）を乗じたもの。
533 × 0.99263 ≒ 530kg/10a（端数切上）
【参考２】
共済単収…富山県農業共済組合の共済等級単収をもとに、統計単収と整合性を持たせるため、ふるい目換算、共済補正係数を乗じて算出したものを基準とする。
（魚津市は４つの等級適用あり：ふるい目換算、共済補係数算定後）
　　　　　　　　 等級５：567kg/10a、等級８：536kg/10a、等級10：514kg/10a、等級13：483kg/10a
３　魚津市内での数量配分ルール、作付面積目標について
①　原則、生産者に対して公平に配分されるよう、水田面積に即して作付率が全地区同率となるよう配分する。

②　魚津市農協へ提供された需要量6,092.135トンを、設定した配分基準単収と基準水田面積から算出した最大生産数量で按分し、集落・地区別の生産数量目標を算出。
③　②で算出された生産数量目標から面積換算を行い、集落・地区別の作付面積目標を算出。（別紙参照）
（地区・集落ごとの生産者への配分等については、農協の座談会等において説明されます。）

別　紙

平成29年産水稲の配分基準単収設定にかかる地区及び集落の区分表

	配分基準単収
	地区名（集落名）

	535 ㎏/10a
	下中島（三ケ上、住吉新、住吉、新三ケ、三ケ下、川縁、慶野、宮津）

上中島（吉野1・2、上野、浅生、有山、舛田、岩高、湯上、出1・2、

　　　　弥源寺、川原）

松　倉（室田、観音堂、金山谷）

上野方（大海寺野1・2・3、大海寺新4・5、石垣6、石垣平7）

下野方（石垣新、印田、三田、本江、友道、大光寺）

片　貝（道坂、貝田新、東城1・2）

加　積（横枕、袋、六郎丸3・4・5、吉島6・7・8、相木、上村木10・11）

天　神（東山1・2、青柳、天神野新1・2、東尾崎1・2、木下新）

西布施（蛇田、小川寺、長引野）

道　下（岡仏、仏又、仏田、青島、北中、北鬼江、本新、釈迦堂、村木）

経　田（地方、東町、坂の下、平伝寺、持光寺、西尾崎、江口、立石）



	514 ㎏/10a
	上中島（舛方、下椿）

松　倉（鹿熊、小菅沼、稗畠）

片　貝（島尻1・2・3）



	483 ㎏/10a
	松　倉（鉢、池谷、北山、坪野、大熊、虎谷、古鹿熊）

片　貝（黒谷、東蔵、山女、平沢、大菅沼）

西布施（日尾、御影、黒沢、大沢、布施爪）




※ 農業者の属人によって区分
平成29年産水稲の地区別の生産数量目標と作付面積目標
	地　区
	生産数量目標（ﾄﾝ）
	作付面積目標（a）
	作付率（%）

	下中島
	611.7233 
	11,389.91 
	62.4
（28年：63.3）

	上中島
	857.2088 
	16,070.99 
	

	松　倉
	574.3954 
	11,247.64 
	

	下野方
	366.8160 
	6,829.87 
	

	上野方
	727.8519 
	13,552.16 
	

	片　貝
	605.1264 
	11,650.78 
	

	加　積
	407.8122 
	7,593.18 
	

	天　神
	612.9062 
	11,411.93 
	

	西布施
	697.6846 
	13,611.49 
	

	道　下
	306.4716 
	5,706.30 
	

	経　田
	324.1380 
	6,035.23 
	

	合　計
	6,092.1344
	115,099.48
	


